
論文数等の状況
分数と整数カウントによる主要国の論文数変化

9

（注1）Article, Reviewを分析対象とし、分数カウント法と整数カウント法により分析。3年移動平均値であり、2019年は2018-2020年平均値を意味する。
（注2）論文の被引用数（2021年末の値）が各年各分野（22分野）の上位10％（1％）に入る論文数がTop10％（Top1％）論文数である。Top10％（Top1％）補正論文数とは、
Top10％（Top1％）論文数の抽出後、実数で論文数の1/10(1/100)となるように補正を加えた論文数を指す。
クラリベイト社 Web of Science XML (SCIE, 2021年末バージョン)を基に、科学技術・学術政策研究所が集計。
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論文数等の状況
主要国における大学の研究開発費名目額や研究者数の推移

10

注：1) 日本(OECD推計)は、日本の大学部門の人件費部分を研究に従事する度合いを考慮し、補正した研究開発費である。
2) FTE (Full-Time Equivalents)は研究に従事する度合いを考慮した実質研究者数、HC(Head Count)は実数研究者数である。
3) 米国の大学は2000年以降、研究者数が発表されていない。

出典：科学技術指標2022, 科学技術・学術政策研究所 調査資料-318 (2022)

【大学の研究者数】【大学の研究開発費名目額
(OECD購買力平価換算)】

日本(OECD推計)
ドイツ

中国

米国

日本(FTE)
英国

中国EU-27

フランス
英国
韓国

ドイツ

EU-27

フランス
韓国

日本(HC)



11

ドイツや英国との比較から見る
日本の特徴
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 科学知識生産(論文数)において主要な役割を果たすのは大学部門
 2000年以降: 日本の論文数は停滞、英独は増加
 注目度の高い論文数の割合: 英国が高く、これにドイツ、日本が続く

ドイツや英国との比較から見る日本の特徴
日英独の大学部門の論文の推移等
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日英独の論文数の時系列変化 論文数に占める注目度の高い論文数の割合(Q値)

東京大学のQ値
(全分野): 12.3%

注1: Article, Reviewを分析対象とした。日英独の論文数の時系列変化は分数カウント法、論文
数に占める注目度の高い論文数の割合(Q値)は整数カウント法。

注2: 論文数に占める注目度の高い論文数の割合(Q値)は、著者数100人以下の論文で分析した。
(データの出典)クラリベイト・アナリティクス社 Web of Science XML (SCIE, 2018年末バージョン)

を基に、科学技術・学術政策研究所が集計。

Q値 = 
論文数

Top10%補正論文数

2000→2016: 1.0倍

2000→2016: 1.3倍

2000→2016: 1.3倍



ドイツや英国との比較から見る日本の特徴
日英独の論文数シェア(大学グループ)ごとの大学数の比較

 第1グループ: 4大学（日本、英国）、ドイツ（1大学）
 第2グループの大学数はドイツで最大（37大学）
 英国と日本では、第2グループと第3グループの大学の数はほぼ逆
 第4グループ: 英国やドイツと比較して、日本の大学数が多い

13

注1: 自然科学系の論文数シェアに基づく分類である。ここでの論文数シェアとは、各国の大学等部門の全論文数（分数カウント法）に占めるシェアを意味する。
注2: 本文中や図表中では、グループのことをGと表記することがある(例:第1グループを第1Gと表記)。
注3: 日本の大学グループ分類は、調査資料-271に詳細な分類を示している。英国とドイツの大学グループ分類では、調査資料-271と同様に、2009-2013年の論文数シェアを用いた。
注4: 参考として掲載した各国の全大学数は、文部科学省「諸外国の教育統計」平成31（2019）年版から数値を引用した。
注5: ドイツの全大学数は、専門大学（ファッハホーホシューレ(Fachhochschule, FH）)、総合大学（一部、工科大学、医科大学を含む）、教育大学、神学大学、芸術大学を含めた

数である。
(データの出典)クラリベイト・アナリティクス社 Web of Science XML (SCIE, 2018年末バージョン)を基に、科学技術・学術政策研究所が集計。

日英独の大学グループ分類（2009-2013年の論文数シェア）別の大学数
大学

グループ
論文数シェア（2009-13年） 日本 英国 ドイツ

第1G 4.5％以上 4 4 1

第2G 1％以上～4.5%未満 13 26 37

第3G 0.5％以上～1％未満 27 13 12

第4G 0.05％以上～0.5％未満 140 58 25

合計数 184 101 75

（参考）各国の全大学数 782 162 428



ドイツや英国との比較から見る日本の特徴
大学グループ分類

14

【論文数シェア(2009～2013年の論文数, 自然科学系)を用いた大学のグループ分類】

注1： 自然科学系の論文数シェアに基づく分類である。ここでの論文数シェアとは、日本の国公私立大学の全論文数（分数カウント）に占めるシェアを意味する。
第1グループの上位4大学の論文数シェアは4.5％以上を占めている。

注2： 大学数のカッコ内の数は、国立大学、公立大学、私立大学の該当数を示す。
注3： 第1グループ～第3グループの大学名は、国立大学、公立大学、私立大学の順番で五十音順に並べている。第4グループの大学名は、国立大学、公立

大学、私立大学のそれぞれについて五十音順で5つまでを表示した。大学共同利用機関、高等専門学校については論文数シェアと関係なく、その他グ
ループに分類している。

大学
グループ

論文数シェア
（2009-13年） 大学数 大学名

第1G 1％以上のうち
上位4大学

4
(4, 0, 0)

大阪大学, 京都大学, 東京大学, 東北大学

第2G 1％以上～
(上位4大学を除く)

13
(10, 0, 3)

岡山大学, 金沢大学, 九州大学, 神戸大学, 千葉大学, 筑波大学, 
東京工業大学, 名古屋大学,広島大学, 北海道大学, 慶応義塾大学, 
日本大学, 早稲田大学

第3G 0.5％以上
～1％未満

27
(18, 3, 6)

愛媛大学, 鹿児島大学, 岐阜大学, 熊本大学, 群馬大学, 静岡大学, 
信州大学, 東京医科歯科大学, 東京農工大学, 徳島大学, 鳥取大学,
富山大学, 長崎大学, 名古屋工業大学, 新潟大学, 三重大学, 山形大学,
山口大学, 大阪市立大学, 大阪府立大学, 横浜市立大学, 北里大学,
近畿大学, 順天堂大学, 東海大学, 東京女子医科大学, 東京理科大学

第4G 0.05％以上
～0.5％未満

140
(36, 19, 

85)

国立：秋田大学, 旭川医科大学, 茨城大学, 岩手大学, 宇都宮大学, 他
公立：会津大学, 秋田県立大学, 北九州市立大学, 岐阜薬科大学, 九州歯科大学, 他
私立：愛知医科大学, 愛知学院大学, 愛知工業大学, 青山学院大学, 麻布大学, 他

その他
G 0.05％未満 - 上記以外の大学、大学共同利用機関、高等専門学校

データ: 日本の大学システムのアウトプット構造：論文数シェアに基づく大学グループ別の論文産出の詳細分析, 科学技術・学術政策研究所, 調査資料-271



 日本は第1グループから第4グループまでの各大学グループが同程度の論文数シェア
 英国は第2グループの割合が最も大きく、第1グループと合わせて約8割の論文を産出
 ドイツは第2グループの割合が顕著に大きく、第2グループだけで約8割の論文を産出

ドイツや英国との比較から見る日本の特徴
日英独の大学グループ別論文数の推移

15

注1: Article, Reviewを分析対象とし、分数カウント法により分析。3年移動平均値（2016年は、2015～2017年の3年平均値）である。
(データの出典)クラリベイト・アナリティクス社 Web of Science XML (SCIE, 2018年末バージョン)を基に、科学技術・学術政策研究所が集計。

日英独の大学等部門における大学グループ別論文数の推移
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 上位の大学の論文数: 日本の方がドイツより多い①、日本と英国は同程度①’
 上位に続く層の大学(10位～50位程度)の論文数: 独英と比べて日本の方が少ない②
 論文数規模の小さい大学の数: 独英と比べて日本の方が多い③

ドイツや英国との比較から見る日本の特徴
日英独の大学の論文数分布の比較
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日本 45,173
ドイツ 43,567

論文数の合計

日本 45,173
英国 46,979

論文数の合計

注1: Article, Reviewを分析対象とした。分数カウント法を用いた。10年間で論文数が500件以上の大学を分析対象とした。
(データの出典)クラリベイト・アナリティクス社 Web of Science XML (SCIE, 2018年末バージョン)を基に、科学技術・学術政策研究所が集計。
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